

２６日（土）８時に３次隊が出発します。今回は中内Dr,林Dr,笠間庸子Nrs、牧野康政さんの４名です。第２次隊は予定を延ばし２７日（日）９時に現地を出発し金沢には午後６時頃到着する予定です。


第２次支援隊報告会

3月29日13：30～14：00
城北病院リハ室

岩田先生からのメールです。24日午後6時

こんにちは。三陣の準備は進んでますか？ 先ほど大きな揺れがあり、エレベーター止まってます。

さて本日午後は避難所回りで、初めて津波地帯に足を踏み入れました。一階まで浸かるレベルのいわゆる「波打ち際」でしたが、被害は甚大です。一階部分は一帯メチャクチャですし、大破した車が至るところに引っくり返ってます。小学校の体育館ですが、津波地区から避難の方々です。最初は市役所に避難したが、住まいから離れたこちらに今は避難となっています。水道はまだで、食料もおにぎり・パンでようやく二食です。水道がまだなのでトイレはプールからの汲み置きを手鍋で流します。大だけは仮設トイレ。手洗いが十分出来ずに感染予防は不十分です。巨大な灯油バーナーみたいなのがあって暖かいですが、その分空気は乾燥します。喉・お腹の風邪が当初より増えています。坂総合を受診・搬送となった方も多いと。

心不全疑いのおじいさんは明日入院となります。なぜなら一緒にいる室内犬を明日保健所で殺処分してから入院すると覚悟したと。

また、娘を車に乗せたまま津波に飲まれ、割れた
ガラスから逃れて、濡れた服を脱いで毛布にくるまって一晩生き延びた父娘も避難されてました。同じ年代の子がいるので、たくましいお父さんだと思いました。波打ち際でもこれだけの被害で、市営住宅は元から全く空きはないと市役所の方の話で、仮設住宅もまだまだです。自衛隊の炊き出し等も全く見かけず、まだまだご遺体捜索に追われてるのでしょう。


24日午後3時　「午前中は多賀城中学校の体育館で調剤と服薬指導でした。先生が4人いたので次々処方が出ました。新聞紙の上に、持参した薬を広げて、何とか乗り切りました。色んな職種の人、色んな県の人が協力して働くのは感動的です。」
支援募金にご協力を
全日本民医連の集約では24日で4300万円の募金が集まりました。この募金は被災した各自治体と、被災した民医連事業所を通じ医薬品、救援物資などに使われます。支援者も全国から950名、のべ4040名に達しています。

やすらぎ福祉会では
やすらぎ福祉会は２１老福連に集中するということですが20万円を超える募金があつまりました。なんぶやすらぎホームでは窓口に募金箱を設置し、利用料請求書といっしょに募金のお願い文章を入れたところご家族が面会時に何人も届けてくれました。
★ニュースは石川民医連のホームページで見る事ができます。

東日本大震災　石川民医連支援ニュース


№9　2011年3月25日　　　石川民医連事務局　TEL　076-253-1458




















